



Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 21) 
Changes of Food Intake Pattern and Nutritional Status during 
Growth Process in Young Volunteers
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A, preschool age; B, Elementary school age; C, Junior high school age; D, High school age,
                                Survey periods
o
Fig 2. Sequential ehanges of amounts' ef energy and nutrients during growing proeess
 The amounts of energy and nutrient intake are expressed as the percentages of the recommended dietary
allowances. Symbols(e, male; O, female) and vertical line represent mean and SD of values for each percentage,
respectively. Significantly defferent from values of preschool age by Student's t･test(* p〈O.05, * * p〈O･Ol)･
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成績と比較すると，幼児期において44％多く，小学期
では大差なく，中学期では45％少なかった。
　4．栄養比率の成長による推移
　表5に示すように，動物性タンパク質比は幼児期に
は男女とも推奨値に達しなかったが，小学期で推奨値
を超え，中学期でさらに上昇してその後不変であった。
動物性脂質比は男女ともに中学期で最も高かったが，
50％未満にとどまった。なお，女子では動物性脂質比
が幼児期に比し，小学，中学期に有意（P＜0．001）に
上昇した。タンパク質，脂肪の各エネルギー比は成長
とともに漸増し，逆に糖質エネルギー比は低率となっ
たが，いずれも適正域にあった。穀類エネルギー比は
小学期で有意に上昇し，以後適正域にあったが，中学
期で男女ともに最も高値を示した。総じて，中学期で
は各栄養比率は糖質エネルギー比を除いてそれぞれ適
正域のほぼ上限に至った。
　P／Caは幼児，小学期で1．78から1．95の間にあり，
岡崎ら3°，の実測値とほぼ等しかった。Na／Kは男子で
は幼児期の1．47から高校期の1，75へ漸増し，女子では
幼児期のL85が最も高値，中学期の1．76が最も低値で
あったが，いずれも成入の目標摂取量28｝と比べ大差は
なかった。
　5．食品・栄養素等摂取上の個人差，性差の成長に
　　　よる推移
　食品摂取上の個人差については表3の変動係数にみ
られるごとく，各期を通して穀類総量，油脂類，その
他の野菜および米の摂取に関しては小さく（変動係数，
16～31％），他方，嗜好飲料と種実類のそれ（同，
81～216％）に関しては極め七大きかった。なお，興味
深い現象の一として，菓子類摂取量の変動係数が幼児
期の比較的低値（38～39％）から，小学期50　一一　74％，
中学期83～91％，高校期126～144％へと成長に伴い漸
次拡大していることが観察された。
　栄養素等摂取上の個人差については表4の変動係数
にて示されるごとく，各期を通してエネルギーと糖質
の摂取に関しては極めて小さく（変動係数，8～18％），
他方，ビタミンDのそれ（同，49－105％）は大きかっ
た。また，小，中学期のカルシウム（同，5～13％），
カリウム（同，6～16％），ビタミソB2（同，7～17％）
およびタンパク質（同，13　一一　16％）のそれも小さい方
であった。
　次に，食品・栄養素等摂取上の性差を，男女間の該
摂取割合パターンの類似性（偏差パターン類似率）の
大小により観察するならば，食品摂取に関しては，幼
児期0。835，小学期0．853，中学期0．582，高校期0．192
の成績より，性差は中学期から認められるようになり，
高校期において極めて顕著となる傾向がうかがわれ
た。同じく，栄養素等摂取に関してはtl幼児期0．633，
小学期0．955，中学期0．839，高校期0．170の成績より，
幼児期に若干みられた性差は小学期に著しく縮小さ
れ，それがほ峰中学期まで継続し，高校期に至るど極
めて顕著になる傾向がうかがわれた。
　6．全体的考察　　　　　　　　　　　，
　以上，本追跡調査において得られた所見は，生活環
境別性別梼成に差のある少数例を対象としたために普
遍性に問題が残る。しかし，各期の成績は諸家の単年
調査の成績と比べて著明な差が認められなかった。こ
の成績から得られる各期の特色は，幼児期においては
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幼児の食生活に関する研究（第21報）
乳，肉，穀類，緑黄色野菜が不足傾向を示し，動物性
タソバク質比，穀類エネルギー比が推奨値に充たず，
所要量を充足しない栄養素が男子で1種類，女子で6
種類みられたことである。小学期以降において，食品・
栄養素等摂取水準が改善され，この良好な摂取状況は
男子では高校期，女子では中学期まで続いた。これら
の特色は，武藤31の記述，すなわち，学童期から思春
期の間の栄養要求量の最も大きな，言いかえると食欲
の最も旺盛な時期に，幼児期にみられた食に関する問
題行動の多くが消失することとほぼ一致していた。
　なお，女子の幼児期の食物摂取像には，牛乳の入手
困難という地域の特性の影響が認められた。しかし、
その後の高度成長の恩恵の浸透と学校給食による食物
供給が，小学期以後の栄養要求量の増大に呼応して広
がったため，先の好ましくない影響が取り除かれたも
のと推測される。ちなみに，対象児の食生活背景とし
て，彼らの成長期と重なる1971年から’83年までの新潟
県民栄養調査成績32⊃の推移をみると，この12年間に米
摂取量の減少と，果実，肉，いも，乳類摂取量の増加
が顕著であった。
　また，女子では高校期に減食による摂取水準の低下
が認められた。その背景に，発育加速期を過ぎ，栄養
要求量が減少する事実があるが，さらに，意識的な摂
食の制御や，近年の食事の簡易化がこの低下に影響し
ている可能性も否定できない。この低下は将来の母性
としての自覚を一層促す栄養教育の必要性を支持する
所見といえよう。
　　　　　　　　　要　　　約
　新潟県の山村および都市近郊に居住する同一対象児
19名（男子11，女子8）の，ゆ児期（1971」72）から
高校期（1983」84）までの食物・栄養素等摂取状況の
追跡調査を試み，次の結果を得た。
　1）　幼児期において乳，肉，穀類，緑黄色野菜が不
足傾向を示し，栄養所要量を充足しない栄養素が男子
に1種類，女子に6種類あり，動物性タンパク質比，
穀類エネルギー比が推奨値に至らなかった。
　2）小学期では，適量摂取域の食品群が最も多く，
栄養所要量を男子は超え，女子はビタミンDを除き充
足していた。なお，食品・栄養素等摂取パターソの性
差が最小であり，同じく個人差も比較的小さかった。
　3）　中学期では，男女とも栄養所要量を充足し，諸
栄養比率が糖質エネルギー比を除いて適正域のほぼ上
限に至った。食品・栄養素等摂取上の個人差は比較的
小さかったが，食品摂取パターソの性差がやや認めら
れた。
　4）　高校期では，性差が顕著に認められ，男子では
目安量を充足する食品群数が最も多く，かつ栄養所要
量を充足していた。一方，女子では目安量を充足する
食品群数が最も少なく，エネルギーと6栄養素の摂取
割合が76～85％であった。
　終りに，本研究に際しご懇篤なご指導を賜わりまし
た本学学長塚原　叡先生，新潟大学医学部教授豊嶋英
明先生に厚く御礼申し上げます。また，調査の進行上
ご高配を賜わりました高知医科大学教授（前新潟大学
医学部助教授）木根渕英雄i先生，さらに，10有余年の
間調査にご協力いただきました調査対象世帯の方々に
深く感謝申し上げます。
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